
受験生のみんな頑張れ！

　１月21日（金）、冨士屋製菓有限会社から大
崎中学校の受験生に対し、飴の寄贈がおこな
われました。
　受験生を応援したいという気持ちから、自
社製品である開運飴と、コミュニティスクー
ルで生徒と共同でデザインした『あまびえ』が
パッケージされた飴を100セット寄贈されま
した。
　小野卓

たく や

也社長は「健康で受験してもらえたら
と思い、地域の企業として見守る気持ちで寄
贈させていただきました」と話されました。

冨士屋製菓が開運飴などを寄贈
「数
すうがく

楽」楽しんで学んでほしい

　大崎中学校３年生の希望者が、12月23日
（木）、年内最後の０時限目の授業を受けました。
　これは、高校の元数学教師であった大保通

みちひろ

洋
さん（下三文字）が定年退職後、役立つことを
したいと、13年前から同校で数学のボランティ
ア教師を務め、３年生の希望者に対して受験対
策の授業を７時半からの40分間と昼休み時間
におこなっています。
　大保さんは「今年は希望者が特に多かったで
す。コツコツとみんな本当に頑張っており、伸
びていることを実感できます。教えていると、
生徒から元気をもらえます」と話されました。

ボランティアで受験対策授業

大崎ソフトの練習初めに参加！

　１月３日（月）、本町出身のプロ野球選手、松山竜平選手（広島
カープ）と浜屋将太投手（西武ライオンズ）が大崎ソフトボールス
ポーツ少年団の練習初めに参加し、交流しました。
　練習は少年団と大崎中学校野球部の合同でおこなわれ、お二
人は指導者や子どもたち、保護者の前で今年の抱負を語った後、
ノック練習などで交流を深めました。
　主将の大丸小学校６年東條壮

たける

留さんは「将来プロ野球選手にな
り、先輩たちのように大崎ソフトの練習に参加して大崎町に貢
献していきたいです」と力強く話しました。

プロ野球選手２名が凱旋
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